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発表テーマ

明日の日本を支える人材育成のために明日の日本を支える人材育成のために
私たちができること
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明日の日本を支える人材育成のために
私たちができること

テーマ選定理由テーマ選定理由(1)(1) 大学の役割大学の役割

私たちが考えた大学の役割は、

「日本を背負う人材の輩出」

大学の役割を果たすため、大学は何をしなければいけないのかを考え、

社会に必要とされる人材の育成
①専門的な知識 能力の修得①専門的な知識・能力の修得
②人格形成教育
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明日の日本を支える人材育成のために
私たちができること

テーマ選定理由テーマ選定理由(2)(2) 大学の現状大学の現状

大学の現状は？
①専門的な知識・能力について

学生のモチベーションが低いため、基礎的な知識の修得ができない。
そのため、発展的な専門的知識の理解が困難な状況にある。

②人格形成の教育について②人格形成の教育について
マナーが悪い。主体性に欠ける。教職員と学生のつながりが希薄…
⇒ 大学で“人格形成”の教育がされていない。

この現状を改善するために・・・
①専門的な知識・能力① 識
学生のモチベーションの向上のための施策の実施

②人格形成の教育
密接な教職員と学生のコミュニケーション密接な教職員と学生のコミュニケ ション
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明日の日本を支える人材育成のために
私たちができること

テーマ選定理由テーマ選定理由(3)(3) このテーマを選んだ理由このテーマを選んだ理由

大学の役割や大学の現状を踏まえ、
「学生 教職員のモチベ シ ンの向上 と「学生・教職員のモチベーションの向上」と
「社会から必要とされる人格形成」

が重要と考え・・・

本を支 る 材育成 ため明日の日本を支える人材育成のために
私たちができること

を と た
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をテーマとした。

明日の日本を支える人材育成のために
私たちができること

問題点の深堀問題点の深堀

●専門的な知識・能力を深堀すると…
履修要項がわかりにくい、単位認定の基準が緩い、座学中心で授業が退屈
社会に出てからの実務との結びつきがない（文系）。

●人格形成の教育について深堀すると…
学生の学内における人間関係の希薄化

する り組 が 十分⇒ フォローする取り組みが不十分。
教員、事務方の部署間との連携しフォローしていく体制がとれていない。
学生、教職員間の接触機会が少ない。
挨拶ができない、期限を守れない、ポイ捨てなど一般的マナー。
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明日の日本を支える人材育成のために
私たちができること

解決策の検討解決策の検討

あいさつ・ 般マナ 【 境整備】

●専門的知識について●人格形成

【教務課】

学生相談・会話
学外との交流

【学生課 】

学生相談・会話
学外との交流

【経理課】

学生相談
電話対応

あいさつ・一般マナー 【学生のモチベーション】

学生に主体性を持たせる
入学前教育
初年次教育
補習授業

【環境整備】

入学前教育
補習授業

履修方法の明確化
留学学外との交流

電話対応
人に教える機会（SA）

TAの充実
ボランティア

学外との交流
電話対応
独り防止

学生

補習授業
奨学金

ボランティア
留学

留学
アルバイトの斡旋

学習スペース（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）

学生
【就職課】

学生相談・会話
学外との交流

タバコ

【教員】
学外との交流
面談記録

学生相談・会話

学生
【制度】

グローバル人材の育成
院制度（専門教育の発展）

【授業形態】

留学
参加型授業の実施

単位厳格化

学生

タバコ
電話対応

異学年交流（ｸﾗﾌﾞ･ｻｰｸﾙ）
就職カウンセリング【図書館】

【その他】
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院制度（専門教育の発展）
奨学金

アルバイトの斡旋
留学

参加型授業の実施
授業のフィードバック
専門教育の充実

【単位認定】
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心の相談室

明日の日本を支える人材育成のために
私たちができること

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

・学生カルテの活用
・主管部所の設定【提案の概要】 定
・職員の役割：部署間で調整・情報共有
・教員への働きかけ：サポートの充実

（例：ヘルプデスク、マニュアル、説明会）
解決策実現のためのハ ドルと その打開策

【提案の概要】

各部署間・教員の連携強化
を図り学生カルテを活用した
面倒見のいいサービスを行う。 ・解決策実現のためのハードルと、その打開策：

学生カルテを活用できないものについては個別対応

【運用上の問題】
普及 学生と教員が使いやすいような仕組みづくり

「専門的な知識・能力につい

面倒見のいいサ ビスを行う。

・普及：学生と教員が使いやすいような仕組みづくり
・業務負担：教務・キャリア他のシステムと連携

専門 な 識 能力
て、学生のモチベーションが
低く、基礎的な知識の修得が
できない。」

「人格形成の教育について 私たちの目的が達成されたら？「人格形成の教育について、
マナーの悪い学生や主体性
に欠ける。教職員と学生のつ
ながりが希薄な学生増えてい

私たちの目的が達成されたら？

学生の人格形成及びモチベーション向上

8

る。」

心と専門知識を身に着けた学生が日本で輝く！


